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表 題：  コンポジットレジン充填時における重合前の汚染による影響 
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原稿総紙数： 24枚 （本文，文献，表題脚注） 
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し，縦横約 5×5 mm，高さが約 2 mmの直方体となるようにレジン充填器を用い
て築盛した。その後築盛したレジン全体を覆う様に精製水あるいは血液を滴下
し汚染状態を再現した。汚染条件は，精製水 5 秒間作用，精製水 1 分間作用，





させた。試料は 37℃の水中に 24時間保管し，その後精密低速切断機（Isomet low 

















幅 2 mm，深さ 2 mm，長さ 15 mmのテフロンモールドにレジンを充填し，レ
ジン充填器を用いて表面が平坦になるよう成形した。汚染の条件として，精製




分ずらして合計 20 秒間光照射したものと，照射時間を倍の 40 秒に延長したも




重保持時間 15秒間の条件で計測した。測定値は 3要因分散分析および Bonferroni











微小引張り接着試験を行った結果，群ごとの平均値は CONT 群 30.09±
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10.17 MPa（平均±標準偏差）に対し，W5s 群 27.91±13.07 MPa，W1m群 24.14
±8.55 MPa，B1m 群 23.00±10.26 MPa であった。切片の位置で外群と内群に区
別した微小引張り接着試験の結果を図 1 に示す。CONT 群の外群と内群はそれ
ぞれ 31.38±10.87 MPa と 27.34±8.56 MPa に対し，W5s 群は 28.34±14.50 MPa
と 26.95±9.91 MPa，W1m群では 23.73 MPaと 25.02±8.86 MPa，B1m群では 23.17

















光照射 20 秒の試料の硬化直後のヌープ硬さの平均値は W1m 群が 15.9±
6.5 HK（mean±SD），B1m群が 14.3±7.6 HKであり，どちらも CONT群 27.9±
11.4 HKと比較して有意に減少した。 
光照射 20 秒の硬化後 24 時間経過後の試料表面のヌープ硬さは，CONT 群が
31.5±11.4 HKに対し，W1m群は 24.2±7.5 HK， B1m群は 15.3±7.6 HKであっ
た。W1m群と CONT 群には有意差が認められなかったが，B1m群は W1m群お
よび CONT 群と比較し有意に減少していた。 
光照射時間を 40秒に延長した場合は，硬化直後は CONT群が 30.9±11.8 HK，
W1m群が 22.0±8.8 HK，B1mが 19.4±6.0 HKであった。W1m群および B1m群
は CONT 群と比較して有意に減少した。24 時間経過後は CONT 群が 33.9±
12.3 HK，W1m 群が 29.1±9.4 HK，B1m 群が 24.7±8.3 HK であり，W1m 群は
CONT 群との間には有意差は認められなくなり，B1m群のみが CONT 群と有意
差を認めた。 
光照射時間の違いによるヌープ硬さの比較を図 5 に示す。光照射時間の要因
について照射時間を 20 秒から 40 秒へ延長することでヌープ硬さに有意差がみ
られた。各群間の比較では，有意差は 24 時間後の B1m 群のみに認められ光照
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射 40秒の群が 20秒の群と比較してヌープ硬さが明らかに上昇した。 






















使用されているクリアフィル マジェスティ ES-2 を採用した。また歯面処理材
にはプライマーに抗菌性モノマーMDPB（12-methacryloyloxydodecylpyridinium 
bromide）が含まれ，ボンドに表面処理フッ化ナトリウムが配合されたクリアフィ

















































し，ME2 に含まれる bisphenol A-glycidyl methacrylate（Bis-GMA）や urethane 
























ヌープ硬さ試験の結果，光照射 20 秒の場合 CONT 群のヌープ硬さに対して，
硬化直後は W1m群と B1m群のヌープ硬さは有意に低く，また 24時間経過後で
は B1m群のヌープ硬さは低下したままで変化はなかったが，W1m群のヌープ硬
さは上昇し CONT群との間に有意差が認められなかった。 
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 図 5 光照射時間の違いによる試料表面のヌープ硬さの変化 
左の図が硬化直後，右の図が 24時間経過後で，各群の左が光照射時間 20秒，
右が光照射時間 40秒のヌープ硬さを表す。 

































図 1 外群と内群を比較した微小引張接着強さ 




表 1 外群と内群を比較した微小引張接着強さ 
HEMA: 2-Hydroxyethyl Methacrylate  
MDP: 10-Methacryloyloxydecyl Dihydrogen Phosphate 
MDPB: Methacryloyloxydodecyl Pyridinium Bromide 
Bis-GMA: Biphenol A-Glycidyl Methacrylate 
 
 
図 2 微小引張接着試験後の破断面の代表像 
A，B: CONT。C，D: W5s。E，F: W1m。G，H: B1m。 
A，C，E，G: 象牙質側の破断面。B，D，F，H: レジン側の破断面。 
（×200，スケールバー: 100 µm） 
 
図 3 微小引張接着試験後の破断面形態の割合 
 
 
図 4 試料表面のヌープ硬さ 
左の図が光照射時間 20秒の群，右の図が 40 秒の群のヌープ硬さを示す。 
n=5，*: p < 0.05（Bonferroni correction） 
 
図 6 汚染後の SEM観察像 
血液で汚染し，水洗した後に光重合したレジンの SEM観察像。（×1000，スケー
ルバー: 10 µm） 
CONT 群および W1m 群ではレジンに配合されている粉砕フィラーの隆起が
観察された。B1m群ではレジン表面に凝集物が付着した像が観察された。 
 






















アルセバー氏液: 2.05 %ブドウ糖，0.42 %食塩，0.8 %クエン酸ナトリウム，
0.055 %クエン酸 
HEMA: 2-Hydroxyethyl Methacrylate  
MDP: 10-Methacryloyloxydecyl Dihydrogen Phosphate 
MDPB: Methacryloyloxydodecyl Pyridinium Bromide 




























図 1 外群と内群を比較した微小引張接着強さ 
標本数は CONT・外群: 15，内群: 7，W5s・外群: 18，内群: 8，W1m・外群: 17，











































図 2 微小引張接着試験後の破断面の代表像 
A，B: CONT 群。C，D: W5s群。E，F: W1m群。G，H: B1m群。 
A，C，E，G: 象牙質側の破断面。B，D，F，H: レジン側の破断面。 


































図 3 微小引張接着試験後の破断面形態の割合 
 
 

























































CONT W1m B1m CONT W1m B1m CONT W1m B1m CONT W1m B1m 
光照射 20秒 光照射 40秒 
直後  24h 直後  24h 
図 4 試料表面のヌープ硬さ 
左の図が光照射時間 20秒の群，右の図が 40 秒の群のヌープ硬さを示す。 








 図 5 光照射時間の違いによる試料表面のヌープ硬さの変化 
左の図が硬化直後，右の図が 24時間経過後で，各群の左が光照射時間 20秒，
右が光照射時間 40秒のヌープ硬さを表す。 




































































図 6 汚染後の SEM観察像 
血液で汚染し，水洗した後に光重合させたレジンの SEM観察像。（×1000，ス
ケールバー: 10 µm） 
CONT 群および W1m 群ではレジンに配合されている粉砕フィラーの隆起が
観察された。B1m群ではレジン表面に凝集物が付着した像が観察された。 
W1m B1m CONT 
